
（別紙３）

政策ごとの予算との対応について（個別表）【特別会計】
（単位：千円）

勘定 項 事項 比較増△減額

10,375,245,283 10,660,883,666 285,638,383

10,375,245,283 10,660,883,666 285,638,383

１　適正かつ安定的・効率的な医療保険制度を構築すること 健康勘定 保険料等交付金 保険料等交付金に必要な経費 8,864,995,939 9,147,581,999 282,586,060

健康勘定
業務取扱費等業務勘定へ
繰入

業務取扱費等の財源の業務勘定へ繰入れに
必要な経費

19,111,172 23,685,585 4,574,413

健康勘定
国債整理基金特別会計へ
繰入

国債整理基金特別会計へ繰入れに必要な経
費

1,491,138,172 1,489,616,082 △ 1,522,090

3,465,456 3,390,127 △ 75,329

3,465,456 3,390,127 △ 75,329

国民年金勘定 特別障害給付金給付費 特別障害給付金給付に必要な経費 3,465,456 3,390,127 △ 75,329

71,820,509,890 75,324,285,281 3,503,775,391

71,820,509,890 75,324,285,281 3,503,775,391

基礎年金勘定 基礎年金給付費 基礎年金給付に必要な経費 21,777,465,337 22,510,408,821 732,943,484
基礎年金相当給付費他勘
定へ繰入及交付金

基礎年金相当給付費の財源の他勘定へ繰入
れ及び交付に必要な経費

1,528,909,554 1,489,053,733 △ 39,855,821

国民年金勘定 福祉年金給付費 福祉年金給付に必要な経費 270,241 166,435 △ 103,806
国民年金給付費 国民年金給付に必要な経費 790,631,371 713,090,373 △ 77,540,998
基礎年金給付費等基礎年
金勘定へ繰入

基礎年金給付費等の財源の基礎年金勘定へ
繰入れに必要な経費

3,242,905,178 3,593,502,187 350,597,009

年金相談事業費等業務勘
定へ繰入

年金相談事業費等の財源の業務勘定へ繰入
れに必要な経費

97,900,207 91,497,936 △ 6,402,271

厚生年金勘定 保険給付費 保険給付に必要な経費 24,342,399,674 24,200,101,642 △ 142,298,032
保険給付費 日本私立学校振興・共済事業団負担金に必要

な経費
5 1 △ 4

保険給付費 存続厚生年金基金等給付費等負担金に必要
な経費

210,383,341 212,444,947 2,061,606

実施機関保険給付費等交
付金

実施機関保険給付費等交付金に必要な経費 2,385,389,602 4,785,469,810 2,400,080,208

基礎年金給付費等基礎年
金勘定へ繰入

基礎年金給付費等の財源の基礎年金勘定へ
繰入れに必要な経費

16,964,151,557 17,262,719,993 298,568,436

年金相談事業費等業務勘
定へ繰入

年金相談事業費等の財源の業務勘定へ繰入
れに必要な経費

121,846,467 118,870,833 △ 2,975,634

業務勘定 業務取扱費 公的年金制度等の適正な運営に必要な経費 10,033,874 8,853,929 △ 1,179,945
業務取扱費 年金記録問題対策の実施に必要な経費 0 0 0
社会保険オンラインシステ
ム費

社会保険オンラインシステムの運用等に必要
な経費

62,367,968 57,935,924 △ 4,432,044

社会保険オンラインシステ
ム費

社会保険オンラインシステムの見直しに必要
な経費

9,301,550 9,298,744 △ 2,806

日本年金機構運営費 日本年金機構運営費交付金に必要な経費 276,553,964 270,869,973 △ 5,683,991

82,199,220,629 85,988,559,074 3,789,338,445

（注） １．政策評価の対象となる予算及び政策評価の対象外の予算で政策に関連付けられるものを掲記している。
２．下段<　>外書きは、複数の政策にまたがる予算 （例：施設整備費等）及び複数の政策にまたがると整理できる予算であり、
　　総額の「内数」で掲記し、合計欄において本書きに含めている。
３．○○特別会計については、○○省所管分のみ掲記している。
４．27年度予算額は、28年度予算額との比較対照のため組替え掲記している。
５．27年度予算額は、当初予算額である。

27年度予算額

所　　　管　　　計

１　障害者の地域における生活を支援するため、障害者の生活の場、働く場や
地域における支援体制を整備すること

２　公的年金制度の信頼を確保するため、公的年金制度の適正な事業運営を
図ること

　９　高齢者ができる限り自立し、生きがいを持ち、安心して暮らせる社会づくりを推進
すること

（１）　老後生活の経済的自立の基礎となる所得保障の充実を図ること

　８　障害のある人も障害のない人も地域でともに生活し、活動する社会づくりを推進
すること

（１）　必要な保健福祉サービスが的確に提供される体制を整備し、障害者の地域に
おける生活を支援すること

（９）　全国民に必要な医療を保障できる安定的・効率的な医療保険制度を構築する
こと

28年度予算額

（所管）厚生労働省　　（会計）年金特別会計

政策評価体系

　１　安心・信頼してかかれる医療の確保と国民の健康づくりを推進すること


